




乳幼児突然死症候群(SIDS)は通常の剖検によっても有意の病像が認められないことが多い

。この理由として、詳細な組織学的検索によってのみ解明できるような病変が存在してい

るのか、あるいは機能的障害が加わって突然死に到ったものであることが推定される。病

理班としては心臓における形態学的変化を中心に、気管支、肺および中枢神経系について

の研究を行なってきた。 

昭和 56 年度は、(1）東京都監察医務院における SIDS 剖検例の現況。②心刺戟伝導系の病

理学組織学的検索と新生児、乳幼児の心筋の発達状況(3)心刺戟伝導系の脂質生化学的研究

。について検討した。 

昭和 57 年度は、(1)SIDS 例の心刺戟伝導系の病理組織学的検討。(2)SIDS 例の気管支肺胞

系の病理組織学的検討。(3)SIDS 例の中枢神経系の発達神経病理学的立場からの病理組織

学的検討。(4)心筋の糖脂質の分析。にういて検討した。 

また、狭義の SIDS の病理学的診断基準(案)を作成した。 

昭和 58 年度は、(1)乳幼児の冠動脈の内膜病変と心刺戟伝導系の関連。(2)心筋の分離秤量

による右室・左室比について。(3)SIDS 本態に関する神経病理学的研究(とくに低酸素性脳

症との関連について)。(4)SIDS における心筋ミオグロビンの動向。(5)心刺戟伝導系のガ

ンダリオシド。について検討した。 


